
令和６年２月 

 

一般社団法人山口県労働基準協会 

 
 労働安全衛生法関係法令の改正により、リスクアセスメント対象化学物質を製造、取扱い、譲渡、提供する事業

場では化学物質管理者の選任が必要となり、化学物質管理者を選任した事業者においてリスクアセスメントの結

果に基づく措置として労働者に保護具を使用させるときは、保護具着用管理責任者を選任することが必要です。 

 

○  保護具着用管理責任者は、以下のような「保護具に関する知識及び経験を有すると認められる者」のう

ちから選任することとされています。 

 

○  当協会では、上記７の「保護具着用責任者教育」の開催を計画していますが、この教育の対象となるの

は次の方です。 

 

○ 「保護具着用管理責任者教育」のカリキュラムは次のとおりです。 

科目 範囲 時間 

保護具着用管理 ①保護具着用管理責任者の役割と職務 

②保護具に関する教育の方法 

0.5 時間 

保護具に関する知識 ①保護具の適正な選択に関すること 

②労働者の保護具の適正な使用に関すること 

③保護具の保守管理に関すること 

３時間 

労働災害の防止に関する

知識 

保護具使用に当たって留意すべき労働災害の事例及び防止方法 １時間 

関係法令 安衛法、安衛令及び安衛則中の関係条項 0.5 時間 

（実技） 

保護具の使用方法等 

①保護具の適正な選択に関すること 

②労働者の保護具の適正な使用に関すること 

③保護具の保守管理に関すること。 

１時間 

（計６時間） 

 

○ 「保護具着用責任者教育」の開催日等は、当協会のホームページでご確認ください。 

保護具着用管理責任者の選任及び教育の受講について 

１. 化学物質管理専門家 

２. 作業環境管理専門家 

３. 労働衛生コンサルタント 

４. 第一種衛生管理者または衛生工学衛生管理者 

５. 作業主任者技能講習修了者（特定化学物質、鉛、四アルキル鉛、有機溶剤のいずれか） 

６. 安全衛生推進者 

７. 「保護具着用管理責任者教育」カリキュラムを修了した者 

保護具着用責任者を選任する必要のある事業場で 

１. 上記１～６までの「保護具に関する知識及び経験を有すると認められる

者」以外の方を保護具着用管理責任者に選任しようとする方 

２. 上記１～６までの「保護具に関する知識及び経験を有すると認められる

者」に該当しているが、保護具についての知識を深めたい方 


